




























































































































































































































































































































































①『草枕』は、 一九O六年 （明治三十九年）九月一日に I新小説.l（第十一年第九巻）に全文一挙掲載






























































⑪ 「波動する利那 『草枕j論一」（『成城国文学j第四号 一九八八年三月）。
本稿の引用は岩波版 『激石全集』第二次刊行（二00二年）に拠る。傍線は、引用者に拠るものであ
る。尚、旧字は適宜新字に改め、ルビも一部を除いて省略した。
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＊討識要旨
ロパート・キャンベル氏は、ユートピアというものを前提として分析しているが、視点から捉える
という考察によってユートピア小説と読まれてきた先行論とはどのように変わってくるのか、あるい
は変わらないのかと訊ねた。それに対し発表者は、 『草枕jの中では「桃源」の語が2ヶ所出てくるだ
けだが、従来の研究では「ユートピアJの語で論じられてきたため用いた。先行論ではユートピアの一
面のみ注目されてきたが、本発表では一人称から複数に変化する視点を分析したことで、語り手と読
者の位置関係も明確になり、相対的に見ることができたと思う。変化する一人称の視点からすれば、
本作品はユートピア小説・反ユートピア小説のどちらとも読むことが可能で、ある、と答えた。
青田寿美氏は、ユートピア小説とも反ユートピア小説とも読めるとのことだが、発表要旨に述べら
れている「意図された fユートピアjの特異性」とは、結局どのようなものなのか。人称変化によって
ユートピアも変化し、そうしたさまざまな様相を描きわける試みがf草枕jであったと解釈してよいの
か、と確認した。発表者は、境界領域のなかでゆれているユートピアを人称変化への着目で捉えるこ
とができることを強調したかった、と補足した。
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